
平成２８年度

　

事業報告

平成２８年４月に発生した熊本・大分地震から１年が経過し、県内でも由布市を中心

に畜産農家にも被害がありました。この被害に対して、全国の畜産農家並びに畜産関係

者から義援金の支援を受け、 再建に向けて努力しているところであります。

　

また、昨年１１月以降国内で高病原性鳥インフルエンザが発生しており、今後更に防

疫体制、 生産者自らが衛生対策を強化していく必要があります。

　

さて、畜産の情勢は、畜産物価格が総じて高値で推移しておりますが、特に子牛市場

の２８年度平均価格は８１７千円／頭と極めて高い水準となりました。

　

このような状況の中、畜産は本県農業の３５％を占める重要な品日であります。当協

会は、県、市町、農協等関係機関の協力をいただき、 生産者の経営支援対策、 価格安定

対策、 家畜衛生対策として各種事業に取り組みました。

　

経営支援対策では、機構の肉用牛経営安定対策補完事業や協会の豊後牛増頭チャレン

ジ推進事業を実施したことで、 本年度は ６４３ 頭の優良繁殖雌牛の増頭となり、 生産者

の経営安定対策や本県の肉用牛繁殖基盤の強化が図られたと考えております。

　

また、畜産コンサルタント委託事業や畜産特別資金等推進指導事業により生産者の経

営改善等関係機関と連携のもと指導を行いました。

更に、生産者の収益性を向上させるために、畜産クラスター関連事業として畜産・酪

農収益力強化整備等特別対策事業を実施し、各種機械の導入のための支援を行いました。

価格安定対策では、肉用子牛生産者補給金制度、肉用牛肥育経営安定特別対策事業、
養豚経営安定対策事業を実施する中で、子牛市場価格、肉豚枝肉価格は高値で推移した

ため補填金の交付はありませんでした。一方、肥育牛では、肉専用種は枝肉価格が高く

発動はなかったものの、 交雑種では、 ２８年１１月に、 乳用種では２８年の７月以降補

填金を交付しており、 全体で２，３４９頭に６９，３９８千円の補填金を交付し肥育生産者の支

援を行いました。

　

家畜衛生対策では、高病原性鳥インフルエンザ等海外悪性伝染病に対する予防・啓発

活動に取り組むとともに、ワクチン接種等により家畜の損耗防止を推進し、経営の安定

を図りました。また、農場飼養衛生管理の徹底を推進し関係機関と連携して自衛防疫の

推進を図り、 特に、 飼養衛生管理の向上を目指す生産者に対し、 農場 ＨＡＣＣＰ 認証支

援地域強化促進事業により、 制度の普及並びに認証取得に向けた支援を行いました。

　

その他、昨年１０月には、大分県農林水産祭の一環行事として第７７回大分県畜産共



進会、畜産フェスタ等を開催し、畜産振興並びに畜産物の消費拡大等に取り組み畜産に

対する理解の醸成に取り組んでまいりました。

　

本協会の運営は、国、県の補助事業や家畜飼養頭数の減による手数料等の減少で厳し

い運営状況ではありますが、新規事業や事業推進による事業の拡大に取り組むとともに、

運営経費の削減に努め、公益法人としての役割を果たすため、役職員一丸となって努力

してまいりました。



本協会の運営状況

１． 役員会の開催

区

　

分 開催月日 主要議決事項 出席人員 備考

監事会 平成２８年

　

６月
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理事会 平成２８年
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の一部改正について

理事１２名

監事３名

監事会 平成２８年１１月 ２５日 平成２８年度上半期監査 監事３名

理事会 平成２９年

　

２月 １７日 （１） 特別の積立金（特定準備金）の一部取

　　

崩について

（２） 肉用子牛生産者補給金制度業務規程

　　

の一部改正について

（３） 平成２８年度補正予算（案）の承認に

　　

ついて

（４） 平成２９年度会員会費負担額及び徴

　　

収期日の承認持こついて

（５） 平成２９年度役員報酬の承認につい

　

て

（６） 平成２９年度予防接種事業標準対価

　　

表について

（７） 平成２９年度事業計画及び収支予算

　　　

（案） の承認について

（８） 資産等の預入先及び運用取引先の承

　　

認について

（９） 借入金の最高限度額及び借入先金融

　　

機関の承認について
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に関する規程 （案） 制定について
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主要議案及び議決事項
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（２） 平成２９年度会員会費負担額及び徴収期日の承認について

（３） 平成２９年度役員報酬の承認について

（４） 平成２９年度事業計画及び収支予算 （案） の承認について

（５） 資産等の預入先及び運用取引先の承認について

（６） 借入金の最高限度額及び借入先金融機関等の承認について

３． 臨時総会の開催

　　

無 し
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５． 役員の状況
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６． 従業員の状況
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７． 平成２８度主要行事等

月

　　　

日 内

　　　　　　　　　　　　

容 場

　　

所

４月

　　

５日 協会

　

会計検査院

　

実地検査 大分市
５月 １ ３日 畜産協会

　

事業説明会 大分市
５月 １６日 大分畜産Ｎｅｔ “鼓動” 通常総会 大分市
６月

　　

２日 監事決算監査 大分市
６月

　　

８日 第１回理事会 大分市
６月 １６日 県共進会全体会議 大分市
６月 ２１日 全国肉用牛振興基金協会通常総会 東京都
６月 ２ ２日 中央畜産会通常総会 東京都
６月 ２ ７日 第１回通常総会 大分市
６月 ２９日 第２回理事会 大分市
７月 １３日 大分県畜産公社

　

新施設竣工式 豊後大野市
７月 １９日 ゆめネットおおいた

　

通常総会 大分市
７月 ２ ７日～ ２８日 家畜畜産物衛生指導業務九州ブロック協議会 鹿児島県

８月 ４ 日～ ５日 畜産特別資金等指導推進事業九州ブロック会議 宮崎県



９月 １３日 ～ １４日 九州ブロック専務・事務局長会議 沖縄県
９月 １５ 日 ～ １６日 マルキン事業九州ブロック会議 福岡県

９月 ２ ７ 日～２ ８日 畜産コンサル九州ブロック会議 沖縄県
１０月１日 第７７回大分県畜産共進会

　

肉牛の部 豊後大野市
１ ０月 １ ５日 第７７回大分県畜産共進会

　

肉用牛の部 別府市

１０月 １５日 ～１ ６日 大分県農林水産祭 畜産フェスタ 別府市
１１月 ８日 ～９日 子牛補給金制度九州ブロック会議 大分市

１１月１０ 日 ～ １ １ 日 九州ブロック経理事務担当者会議 長崎県
１１月 １７日 県監査事務局

　

監査 大分市

１１月 ２５日 上半期監査 大分市

２月１７日 第３回理事会 大分市

３月 ２４日 第２回通常総会 大分市
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（経営支援課）

１． 肉用牛経営安定対策補完事業

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ６９，４７５，０００ ７４，４４５，５５６

　

肉用牛生産基盤の強化に向けて、増頭のための肉用牛優良雌牛の導入や農家の高齢化等に

対応するためのヘルパー活動の支援を行った。

（１） 肉用牛生産基盤強化対策事業

１）中核的担い手育成増頭推進

　　　

県内の肉用牛農家が計画的に優良な繁殖雌牛を増頭した場合に、 増頭実績に応じた奨励

　　

金として、６４３頭の増頭に対して６０，５６０，０００円 （１頭当たり８０，０００円 （１８７頭）、 育種価

　　

要件の高い牛には１００，０００円（４５６頭））の補助金を交付し、本県肉用牛の増頭を促進した。

（単位：頭、 円）

事業実施者 計

　　

画 実

　　

績

頭数 金

　

額 交付頭数 交付金額
大分県
農業協
同組合

東部事業部（国東） ７ ６００，０００ １８ １，５８０，０００

東部事業部（杵築） ｌｏ １’０００’０００ １３ １，２６０，０００

東部事業部（山香） ３７ ３，７００，０００ ６４ ６，３２０，０００

中西部事業部（由布） ３０ ２，９００，０００ ３２ ３，１２０，０００

中西部事業部（日田） ９ ８４０，０００ ｌｏ ９４０，０００

南部事業部（臼杵） ２ ２００，０００ ２ ２００，０００

南部事業部（野津） ２ １６０，０００ ２ １６０，０００

南部事業部（佐伯） ２４ ２，３００，０００ ３１ ２，９４０，０００

豊肥事業部（豊後大野） ４８ ４，５００，０００ ５３ ４，９８０，０００

豊肥事業部（竹田） １５４ １４，７２０、０００ １９９ １８．６４０、０００

北部事業部（豊後高田） ３６ ３，５２０，０００ ４５ ４，３２０，０００

北部事業部（宇佐） ２７ ２，５００，０００ ２７ ２，５００，０００

北部事業部（中津） ３４ ３，２８０，０００ ３８ ３，６４０，０００

小言十 ４２０ ４０，２２０，０００ ５３４ ５０，６００，０００

べっぷ日出農業協同組合 １１ １’０００’０００ １１ １’０００’０００

玖珠九重農業協同組合 ５６ ５．４００．０００ ８４ ７，６８０、０００

九重町飯田農業協同組合 ９ ８２０，０００ １１ １，０２０，０００

下郷農業協同組合 ３ ２６０，０００ ３ ２６０，０００

合

　　

計 ４９９ ４７，７００，０００ ６４３ ６０，５６０，０００



２）優良繁殖雌牛導入支援

　　

繁殖雌牛飼養頭数の維持・拡大を図るため、 導入計画に基づき、 生産者集団等が雌牛を

　

購入し、 生産者に一定期間貸し付ける場合の要件に応じた補助金として、４５頭の貸付牛に

　

対して２，２２０，０００円 （１頭当たり４０，０００円 （３頭） 育種価要件の高い牛には５０，０００円 （４２

　

頭）） の補助金を交付した。

（単位：頭、 円）

事業実施者 計

　　

画 実

　　

績

頭数 金

　

額 交付頭数 交付金額
大分県
農業協
同組合

南部事業部（佐伯） １２ ６００，０００ ０ ０

豊肥事業部（竹田） ２５ １，２５０，０００ ２４ １’１７０’０００

中西部事業部（日田） ２９ １，４５０，０００ ｌｏ ５００，０００

小計 ６６ ３，３００，０００ ３４ １，６７０，０００

べっぷ日出農業協同組合 ｌ ５０，０００ ０ ０

玖珠九重農業協同組合 ３０ １，５００，０００ ７ ３５０，０００

九重町飯田農業協同組合 ２０ １’０００’０００ ４ ２００，０００

合

　　

計 １１７ ５，８５０，０００ ４５ ２，２２０，０００

３） 肉用牛ヘルパー推進

　　

農家の高齢化等に対応し、 肉用牛生産の労働負担の軽減を図るため、 利用組合が実施す

　

る肉用牛ヘルパー活動の組織化、 要員確保、 傷病時等の際のヘルパ 利用に係る互助制度

　

の推進等の活動を支援し、５ヘルパー利用組合の利用者に対して利用料金の１／２以内で補助

　

金を交付した。

（単位：円）

事業実施者 計

　

画 実

　

績

事業費 金

　

額 事業費 交付金額
庄内町肉用牛ヘルパー利用組合 １，６４０，４００ ７１０，５５０ １，４９８，９１０ ６３２，２３８

湯布院町肉用牛ヘルパ」利用組合 １，８４０，７１５ ８０９，７１７ １，１１１，７１５ ５２０，７９７

豊後大野市肉用牛ヘルパー推進協議会 ９，３０６，９００ ４，３３３，３９０ ４，００８，０２０ １，８２６，９２０

久住地域肉用牛ヘルパ」組合 ７，４４７，５００ ２，２８１，０１０ ６，９３３，３７５ ２，１１９，７６３

大分由布畜産サポート組合 ５，０８０，３２０ １，５８７，６０８ ２，８０８，０００ ８６６，４５０

合

　　

計 ２５，３１５，８３５ ９，７２２，２７５ １６，３６０，０２０ ５，９６６，１６８

４）肉用牛振興推進指導

　　

中核的担い手育成増頭推進、優良繁殖雌牛導入支援及び肉用牛ヘルパー推進の事業を円

　

滑に実施するための関係機関の調整、 増頭確認、 肉用牛ヘルパーの実態調査及び推進指導

　

を実施した。



区

　

分 計画額（円） 実績額（円）

肉用牛振興推進指導事務費 ６，２０２，７２５ ５，６９９，３８８

２． 豊後牛増頭チャレンジ推進事業

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

畜産協会

　

奨励金 ３９，２００，０００ ３９，４８０，０００

　

肉用牛の規模拡大による経営の安定や豊後牛の銘柄確立を推進すると共に、地域の活性化

を図るため肉用牛の増頭を促進し、 肉用牛農家等が繁殖雌牛を増頭した場合に、１頭当たり

７０，０００円の奨励金を５６４頭に対して３９，４８０，０００円交付した。

（単位：頭、 円）

事業実施者
計

　　

画 実

　　

績

頭

　

数 金

　

額 交付頭数 交付金額

大分県

農業協

同組合

東部事業部（国東） ｌｏ ７００’０００ ｌｏ ７００’０００

東部事業部（杵築） １３ ９１０，０００ １３ ９１０，０００

東部事業部（山香） ２３ １，６１０，０００ ２３ １，６１０，０００

中西部事業部（由布） ３２ ２，２４０，０００ ３２ ２，２４０，０００

中西部事業部（日田） ｌｏ ７００’０００ ｌｏ ７００’０００

南部事業部（臼杵） ２ １４０，０００ ２ １４０，０００

南部事業部（野津） ２ １４０，０００ ２ １４０，０００

南部事業部（佐伯） ３１ ２，１７０，０００ ３１ ２，１７０，０００

豊肥事業部（豊後大野） ５２ ３，６４０，０００ ５２ ３，６４０，０００

豊肥事業部（竹田） １８７ １３，０９０，０００ １９１ １３，３７０，０００

北部事業部（豊後高田） ２５ １，７５０，０００ ２５ １，７５０，０００

北部事業部（宇佐） ２７ １，８９０，０００ ２７ １，８９０，０００

北部事業部（中津） ３７ ２，５９０，０００ ３７ ２，５９０，０００

小計 ４５１ ３１，５７０，０００ ４５５ ３１，８５０，０００

べっぷ日出農業協同組合 １１ ７７０’０００ １１ ７７０’０００

玖珠九重農業協同組合 ８４ ５，８８０，０００ ８４ ５，８８０，０００

九重町飯田農業協同組合 １１ ７７０’０００ １１ ７７０’０００

下郷農業協同組合 ３ ２１０，０００ ３ ２１０，０００

合

　　

計 ５６０ ３９，２００，０００ ５６４ ３９，４８０，０００



３． 畜産特別資金等推進指導事業

　　　

畜産特別資金等借入者の早期経営改善に向けて関係機関と一体となって総合的な支援指

　　

導を実施した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

補助金 ３，６００，０００ ３，５６２，３１６

実施事項
回数
部数

人数
戸数

内容

都道府県支援推
進協議会の開催

１回 １４名 ・平成２７年度産特別資金等推進指導事業実施報告
・平成２８年度産特別資金等推進指導事業実施（案）
について
．畜特資金借入者の状況について
・畜特資金の推進について

融資機関への指
導・助言

１２回 １１機関 経営改善計画の達成状況の確認並びに借入者に対
する指導状況・内容等に関する指導。

経営改善計画作
成・見直し指導

延べ
１１回

７戸 肉用牛肥育１戸、酪農５戸、養豚１戸の経営改善見
直し計画作成に関する支援・指導、並びに県見直し
計画審査会での支援・指導。

経営改善計画達
成指導

延べ
７１回

２１戸 繁殖１０戸肥育４戸、 酪農４戸を対象に改善計画に
対する達成状況、 改善状況の把握と改善指導。
また、 酪農２戸、 養豚１戸に対する濃密指導。

借入者の経営改
善のための指導
資料作成

５０部 以下の内容で畜産特別資金等支援指導推進資料を
作成し融資機関、 指導機関等へ配布。
①県内における畜産特別資金の状況について
②農業信用保証保険制度について
③畜産特別資金制度と経営改善指導について
④要綱、 要領、 事務処理要領
配布先：融資機関、 県・振興局、 関係団体

その他借入者へ
の指導事項

１回 ３７人 「経営改善に向けた支援指導の強化」 をテーマに融
資機関、 関係機関を対象に外部講師を迎え畜特資金
の制度と経営改善指導について研修会を開催。

４． 畜産経営技術指導事業（地域畜産支援指導等体制強化）

　　　

地方競馬全国協会の補助により県内畜産経営の支援強化を行い、地域畜産の活性化や安全

　　

で、 安定的な畜産物の供給向けて以下の事業を実施した。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

地方競馬全国協会

　

補助金 ８，０４２，０００ ８，０４２，０００



（１） 畜産経営の支援体制の強化を図る事業

　

１） 畜産経営改善指導及び担い手の育成支援業務

　　　

畜産農家の経営診断を行い経営安定のため改善指導を実施するとともに、診断結果に

　　　

基づき公庫資金等の借入者の支援も行った。 また、 畜産ネットワーク組織の会員が自

　　　

らスキルアップするための活動も支援した。

（２） 地域畜産の活性化、 安全かつ安定的な食の提供に資するための事業

　

１） 食育学級の実施と県産畜産物の消費拡大推進業務

　　　

県内の小学生を中心に、 生産者のネットワーク組織と連携して、 『食育授業』の実施

　　　

や県産畜産物を使った調理実習を行った。また、県産畜産物の消費拡大のため農家と

　　　

連携して、県農林水産祭等で消費者に対して広報活動を行い、畜産に対する理解の醸

　　　

成を図った。

（３） 馬事・畜産普及啓発の推進体制の強化を図る事業

　

１）

　

地方競馬支援対策業務

　　　

新たな競馬ファンを獲得するために、 佐賀競馬場への観戦ツアーを行った。

　　　

また、 畜産の普及啓発のため佐賀競馬で開催された冠競走 （第１３回 ロータスクラウ

　　　

ン賞） の副賞に県産畜産物を提供し、県産畜産物の消費拡大並びに畜産に対する意識

　　　

の高揚を図った。

５． 畜産コンサルタント委託事業

　　　

畜産経営の安定を図り、飼養規模の維持・拡大を促進するために、肉用牛経営及び酪農経

　　

営については、 経営診断を行い結果をもとに支援・指導を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

大分県

　

委託費 ３，４１０，０００ ３，４１０，０００

（１） 畜産経営支援指導研究会の開催

　　

畜産経営体の支援指導を実施するため支援指導の進め方及び対象農家の選定について

　　

協議 した。

（２） 畜産経営技術総合支援指導

　　

１） 経営改善指導

　　　　

肉用牛経営１２戸、 酪農経営８戸を対象に経営診断を実施し、 分析結果をもとに支

　　　　

援・指導 を行った。

　　

２）経営管理技術指導



　

肉用牛経営１０戸、 酪農経営４戸、 養豚経営１戸を対象に経営診断並びに経営指標

　

データの収集を行った。

３）生産技術指導

　

肉用牛経営２戸、 酪農経営１戸、養豚経営１戸を対象に生産技術、 衛生管理に関す

　

る指導を行った。 また、 幅広く農家の各種要望に応えていくために毎月開催される

　

家畜市場において相談対応を行った。

《対象経営戸数》

肉用牛
酪農経営 養豚経営 合

　

計
繁殖経営 肥育経営

経営改善指導 ｌｏ ２ ８ ０ ２０

経営管理指導 ｌｏ ０ ４ ｌ １５

生産技術指導 ｌ ｌ ｌ ｌ ４

合

　

計 ２１ ３ １３ ２ ３９

（３） 畜産情報の提供

　　

ホームペ」ジを充実し、畜産農家が容易に利用できる情報や資料を整備し提供すると

　　

ともに消費者に向けて畜産等に関する情報を提供した。

６． 貸付事業指導等事業

　　　

公益財団法人

　

畜産近代化リース協会の機械施設借受者に対して、機械施設の保管状況の

　　

確認と管理状況の調査を実施し、 適正な利用についての支援指導を行った。

　　　　

また、農協等を巡回し、各担当者へ畜産機械施設リースの説明を行い、新規開拓を実施し

た。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

畜産近代化リース協会

　

委託費 ３２９，０００ ３２９，０００

（１）貸付機械装置確認調査

借受者数（戸） 貸付機械台数（台）

２３ ３３

７． 畜産関係団体調整機能強化事業

　　　

生産者組織 「大分畜産Ｎｅｔ”鼓動“」 ・ 「ゆめネットおおいた」 を中心として県内の肉用

　　

牛生産者を対象として、 経営管理、 生産技術研修会を開催し個々のスキルアップを図ると共

　　

に、 消費者への県産畜産物のＰＲ活動も行った。



８． 日本政策金融公庫調査委託事業

　　　

（株） 日本政策金融公庫の調査委託事業として、１月の子牛市場 （玖珠・豊肥） において公

　　

庫資金の広報・相談活動を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

日本政策金融公庫

　

委託費 ５０，０００ ５０，０００

９． 公庫資金活用推進事業

　　　

公庫資金借入者２戸の経営状況調査並びに借入希望者１戸の資金借入計画書の作成支援を

　　

行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ５０，０００ ９０，０００

１０．

　

地域畜産基盤維持継続緊急対策事業

　　　

肉用牛繁殖経営 １７戸を対象に経営及び飼養管理技術調査を実施しするとともに技術レベ

　　

ルの引き上げを目的に標準的な技術レベルを下回った肉用牛繁殖経営３戸に対して個別指導

　　

支援を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

助成金 ３２６，０００ ３１３，８００

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 １９３，０００ １９３，０００

生産者組織活動実績

大分畜産Ｎｅｔ “鼓動“ ゆめネットおおいた

１．総会、 役員会 （３回）

２．スキルアップ研修会 （２回）

３．県外視察 【佐賀伊万里牛視察】

４．食育活動 （４回）

５．畜産スタンプラリー

６．畜産ＰＲ活動 （テレビ出演）

１．総会、 役員会 （２回）

２．食育活動

３．宮崎県生産者交流会

４．県外視察【長崎平戸ロ中央市場】



１１．

　

肉用牛経営安定対策補完事業の多様な担い手支援事業

　　　

地域の後継者等が抱える課題等を明らかすることにより多様な担い手確保にあたっての

　　

問題点や育成方法の検討を行うため、 中央畜産会が実施する担い手確保に向けた特徴的な取

　　

組についての現地調査支援 （１組織 延べ３回）、 就農セミナー開催支援 （１回）、 中央で開

　　

催した交流会（１回）の支援を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ７４０，０００ ６８０，４６６

１２．

　

畜産クラスター全国推進事業

　　　

畜産クラスターに係る取り組みを全国で推進するために必要な情報（経営指標値等）とし

　　

て、 県内の先進的な経営体等を対象に経営調査を行なった。 （肉用牛繁殖経営１０事例）

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ４２０，０００ ４００，３８６

１３．

　

畜産・酪農収益力強化整備等特別対策事業 （機械導入事業）

　　　

地域を支える畜産農家の支援として、各畜産クラスター協議会の策定したクラスター計画

　　

に基づき収益性の向上を図るために機械導入事業を推進し、 畜産経営の支援を行い、 大分県

　　

の機械導入事業の窓ロ業務として、 各申請書類を取りまとめた。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ３，５６０，０００ ３，３０２，０３３

実施事項 回数
部数

人数
戸数

内容

申請書類等の取り
纏め

延べ
１７協議会

第１回要望分 （要望調書）５６件 （取組主体）
第２回要望分（要望調書）３２件（取組主体）
予算配分額通知 （第１回・２回分）
第１回要望分（参加申請）３２件（取組主体）
第２回要望分（参加申請）１６件（取組主体）
承認通知 （第１回・２回分）
第１回要望分（実績報告）３０件（取組主体）

全国会議 ７回 延べ９名 事業に係る全国会議にて、事業説明会並びに電算
システムの研修を受けた。

県内説明会 ２回 延べ９１名 全国会議にて説明を受けた内容を各クラスター
協議会、行政、各関係団体に対して県内説明会を
行った。



【第１回要望分】

Ｎｏ． クラスタ一協議会 参加者 要望機械 採択数
ｌ 千歳地域耕畜連携推進協議会 １１ ２ ２

２ 佐伯地区畜産クラスター協議会 ５ ５ ５

３ 玖珠九重畜産クラスター協議会 ２６ ３９ １６

４ 日田地域畜産振興会 ２ ２ ０

５ 豊後高田市クラスター協議会 ２ ２ ｌ

６ 中津市畜産クラスター協議会 ５ ５ ｌ

７ 宇佐市肉用牛クラスター協議会 ３ ６ ３

８ 大分県農協肥育委託事業プロジェクト協議会 ２ ２ ｌ

９ 大分県酪農クラスター協議会 ｌｏ ｌｏ ３

合

　　

計 （９協議会） ５６ ７２ ３２

【第２回要望分】

Ｎｏ． クラスタ」協議会 参加者 要望機械 採択数
ｌ 佐伯地区畜産クラスター協議会 ｌ ６ ｌ

２ 玖珠九重畜産クラスター協議会 １９ ３６ １３

３ 日田地域畜産振興会 ２ ４ ０

４ 豊後高田市クラスター協議会 ｌ ｌ ０

５ 中津市畜産クラスター協議会 ２ ２ ０

６ 宇佐市肉用牛クラスター協議会 ２ ３ ｌ

７ 大分県農協肥育委託事業プロジェクト協議会 ｌ ｌ ０

８ 大分県酪農クラスター協議会 ４ ８ ｌ

合

　　

計 （８協議会） ３２ ６１ １６

１４．

　

農場ＨＡＣＣＰ認証支援地域強化促進事業

　　　

農場ＨＡＣＣＰへの取組支援等による農場の育成を通じて、農場ＨＡＣＣＰ認証の広範かつ加速的

　　

な普及を図るため、 地域での指導体制を整備し、 農場ＨＡＣＣＰの構築に取り組んだ。 併せて、

　　

これまでの事業成果で得られたモデル農場における課題の抽出と改善成果を活用し、 生産農

　　

場での衛生管理システム構築等、 農場ＨＡＣＣＰの推進を図った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

中央畜産会

　

委託費 ２，３２５，０００ ２，２７６，６１７

（１） 大分県農場ＨＡＣＣＰ取組状況

農場ＨＡＣＣＰ認証取得 肉用牛１件、 採卵鶏１件

農場ＨＡＣＣＰ推進取得 肉用牛１件、 乳用牛１件、 養豚２件



実施事項 部数
回数

人数
戸数

内容

①普及推進協議会

②地域取組促進活動

③構築指導意見交換

④構築指導事業

１回

２回

６ケ

所

延べ
３７回

　

５３名

延べ６０名

延べ２９名

４ヶ所

・行政、 関係団体に対して農場ＨＡＣＣＰ概要・

取組事例講習会

・生産者、行政、関係団体に対して農場 ｍＣＣＰ

の概要・取組事例研修会

・各農場ＨＡＣＣＰ取組生産者へ効果確認を行い、
次年度の課題、目標等の聞き取り

・農場 眼ＣＣＰ認証への構築をする為、 講師を

雇用し、 農場 棚ＣＣＰ推進会議

内容

１５．

　

畜産共進会及び畜産フェスタ開催事業

　

大分県農林水産祭 （第４０回大分県農業祭） の一環行事の第７７回大分県畜産共進会

　

御ｊ府

市・大分市・豊後大野市） の開催を支援した。〔県共進会単独会計〕

　

また、 牛肉、 豚肉、 鶏卵等畜産物の消費拡大を図るため、 大分県農林水産祭の一環行事の

畜産フェスタの開催を支援した。

（１） 第７７回大分県畜産共進会の開催

区

　

分 肉牛の部
種畜の部

肉用牛の部 乳用牛

開催時期 １０月１白 １０月 １５日 １０月 ２６日

開催場所 豊後大野市 別府市 大分市

出品家畜 肉牛 肉用牛 乳用牛

出品頭数 ４９頭 ６５頭 ６９頭

（２） 畜産フェスタの開催

区

　

分 畜産フェスタ

開催時期 １０月 １５日・１６日

開催場所 別府市

１６．

　

養豚協会、 養鶏協会等の活動支援

経営支援課内に団体支援室を設け各団体の活動支援を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

団体事務委託収入 １，０３７，０００ １，０３８，８７８



１７．

　

種豚登録業務

　　　

大分県養豚協会より業務委託を受け、日本養豚協会の規定に基づき種豚の改良増殖を推進

　　

するとともに、 養豚経営体の生産基盤強化を図るために登録業務を行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

登記・登録料 ２８０，８００ ２４５，１６０

主な種別 実施予定頭数 実績頭数

黒豚生産農場認定 １施設 １施設

子豚登記 ８０頭 ８８頭

種豚登録 ２５頭 １６頭

系統種豚登録 １０頭 ０頭

移動証明 ０頭 １頭

１８．

　

情報活動事業

　　　　

中央並びに県内における畜産に関する資料を収集し、関係者に対する情報提供を行うと共

　　

に、 中央畜産会が発刊する畜産コンサルタント誌・経営情報など参考資料等の斡旋を積極的

　　

に行った。

　　　　

また、ホームページでは、畜産コンサルタント、経営相談窓口、資金制度、価格安定制度、

　　

衛生情報、 補助事業等の情報提供を行った。



（価格安定課）

１．肉用子牛生産者補給金制度

平成２７年度第４四半期～平成２８年度第３四半期を通して全ての品種で子牛販売価格が高値で推移
したため生産者補給金の発動はなかった。

＜制度の仕組み＞

　

肉用子牛の価格が低落し、 保証基準価格を下回った場合に、 生産者に対し生産者補給金を交付
し、 肉用子牛生産の安定等を図ることを目的としている。

具体的には、四半期毎に農林水産大臣が告示する肉用子牛の平均売買価格が保証基準価格を下
回った場合に、 その期間中に販売、 又は自家保留した肉用子牛に対し生産者補給金を交付する。

保証基準価格

×，。／，。

　

生

　　　

×・ｏ／・ｏ

　　

蓋

　　　　　

肉用子牛の平均売買価格差

　　　

×ｌｏ／ｌｏ

　

産
者

　　　　　　　　　　　　　　　　

者

　

　　　　

　
金

目標価格

図 （機構） から交付される

　　　　　

県畜産協会にあらかじめ
生産者補給交付金を財源

　　　　　　

積み立てた生産者積立金を財源

（１） 生産者補給金交付契約締結状況

契約区分
契

　　

約

　　

者

　　

数

２６年度 ２７年度 ２８年度 備

　

考

個

　　　　　　

人 １，８２０ １，２０６ １，２１５

農

　　　　　　

協

農

　　

協

　　

連

農事組合法人 ２ ３ ３

株

　

式

　

会

　

社 ５ ５ ６

有

　

限

　

会

　

社 １８ １２ １２

民

　

法

　

法

　

人

合

　　　　　　

計 １，８４５ １，２２６ １，２３６

（２）事務委託契約締結状況

事務委託先
事

　

務

　

委

　

託

　

先

　

数

２６年度 ２７年度 ２８年度 備

　

考

Ｊ

　

Ａ

　

農

　

協 ５ ５ ５

専

　

門

　

農

　

協 ２ ２ ２ 県酪、熊本

農

　　

協

　　

連 ｌ Ｉ ｌ 全農大分県本部

そ

　　　

の

　　

他 ｌ ｌ ｌ 配合飼料基金

合

　　　　　　

計 ９ ９ ９



（３）契約肉用子牛個体登録頭数の内訳
（単位：頭）

、、、、、＼＼、＼－－－＼＼＼、、

区

、、＼、

分

品種区分

平成２８年度 備考
１月１日～

　

３月３１日

４月１日～

　

６月３０日

７月１日～

　

９月３０日

１０月１日～

１２月３１日

１月～１２月

合

　

計

黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２，７９３ ２，６１０ ２，８８０ ２，８６７ １１，１５０

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ４ ０ ２ ５ １１

乳

　　

用

　　

種

　　

の

　　

品

　　

種 ９９６ ７８５ ５１６ ３９１ ２，６８８

肉

　

専

　

用

　

種

　

と

　

乳

　

用

　

種
の

　　

交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
３０６ ２９８ ２６９ ３３８ １，２１１

合

　　　　　　　　　　　　　　

計 ４，０９９ ３，６９３ ３，６６７ ３，６０１ ，

　

１５，０６０

（４）保証基準価格と合理化目標価格
（単位：円）

品種区分 保証基準価格 合理化目標価格 備考
黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ３３７，０００ ２８０，０００

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ３０７，０００ ２５７，０００

黒 毛 和 種 及 び 褐 毛 和 種
以 外 の

　

肉 専 用

　

種 の

　

品 種
２２０，０００ １４９，０００ 日本短角種等

乳

　　

用

　　

種

　　

の

　　

品

　　

種 １３３，０００ ９０，０００

肉

　

専

　

用

　

種

　

と

　

乳

　

用

　

種
の

　　

交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
２０５，０００ １４７，０００

（５）指定肉用子牛の規格

肉用子牛の種別 体

　　　　　　　　　

重

黒

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２５０ キロ グラム以上

　　　　

３２０キログラム以下

褐

　　　　

毛

　　　　

和

　　　　

種 ２６０ キロ グラム以上

　　　　

３３０キログラム以下

無

　　　　

角

　　　　

和

　　　　

種 ２００ キロ グラム以上

　　　　

２７０キログラム以下

日

　　　

本

　　　

短

　　　

角

　　　

種 ２００ キロ グラム以上

　　　　

２８０キログラム以下

アンガス種及びヘレフォード種 ２６０キログラム以上

　　　　

３１０キログラム以下

ホルスタイ ン種 （雌を除く） ２５０キロ グラム以上

　　　　

３３０キログラム以下

ホ

　

ル

　

ス

　

タ

　

イ

　

ン

　

種

　

を

母

　

と

　

す

　　

る

　　

交

　

雑

　

種
２６０ キロ グラム以上

　　　　

３２０キログラム以下

（６）平均売買価格
（単位：円）

区 分
＼＼ ＼＼三。種区分 黒毛和種 褐毛和種 その他の肉専用種 乳用種 交雑種

平成２８年１月１日～３月３１日 ７６８，５００ ６９１，２００ ４７８，２００ ２３９，３００ ３９２，２００

平成２８年４月１日～６月３０日 ７９７，９００ ６９５，９００ ５０８，１００ ２２９，３００ ３８７，８００

平成２８年７月１日～９月３０日 ８１２，１００ ７６４，８００ ３８９，６００ ２１６，７００ ４０１，２００

平成２８年１０月１日～１２月３１日 ８４９，２００ ８２９，９００ ３７２，５００ ２０８，６００ ４１７，９００平成２８年１０月１日～１２月３１日

　　　　

８４９，２００

　　

８２９，９００

　　　　

３７２，５００

　　　

２０８，６００

　　　

４１７，９００



（７）契約肉用子牛１頭当たりの負担金（生産者積立金の額）

区分 生産者積立金
負担区分

機構（１／２） 大分県（１／４） 生産者（１／４）

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 １，２００ ６００ ３００ ３００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ４，６００ ２，３００ １，１５０ １，１５０

黒毛和種及び褐毛和種
以外の肉専用種の品種

１２，４００ ６，２００ ３，１００ ３，１００

乳

　

用

　

種

　

の

　

品

　

種 ６，４００ ３，２００ １，６００ １，６００

肉専用 種と乳用種の
交

　　

雑

　　

の

　　

品

　　

種
２，４００ １，２００ ６００ ６００

（８）生産者積立金造成内訳

品

　　

種 区分 契約頭数 積立単価 積立所要額
負担区分

機構（１／２） 大分県（１／４） 生産者（１／４）

黒毛和種

継

　

続 １０，９８６ １，２００ １３，１８３，２００ ６，５９１，６００ ３，２９５，８００ ３，２９５，８００

新

　

規 １６４ １，２００ １９６，８００ ９８，４００ ４９，２００ ４９，２００

計 １１，１５０ １３，３８０，０００ ６，６９０，０００ ３，３４５，０００ ３，３４５，０００

褐毛和種

継

　

続 １１ ４，６００ ５０，６００ ２５，３００ １２，６５０ １２，６５０

新

　

規 ０ ４，６００ ０ ０ ０ ０

計 １１ ５０，６００ ２５，３００ １２，６５０ １２，６５０

乳用種の品種

継

　

続 ０ ６，４００ ０ ０ ０ ０

新

　

規 ２，６８８ ６，４００ １７，２０３，２００ ８，６０１，６００ ４，３００，８００ ４，３００，８００

計 ２，６８８ １７，２０３，２００ ８，６０１，６００ ４，３００，８００ ４，３００，８００

肉専用種と乳用種
の

　

交 雑

　

の

　

品

　

種

継

　

続 １，１６９ ２，４００ ２，８０５，６００ １，４０２，８００ ７０１，４００ ７０１，４００

新

　

規 ４２ ２，４００ １００，８００ ５０，４００ ２５，２００ ２５，２００

計 １，２１１ ２，９０６，４００ １，４５３，２００ ７２６，６００ ７２６，６００

計

継

　

続 １２，１６６ １６，０３９，４００ ８，０１９，７００ ４，００９，８５０ ４，００９，８５０

新

　

規 ２，８９４ １７，５００，８００ ８，７５０，４００ ４，３７５，２００ ４，３７５，２００

計 １５，０６０ ３３，５４０，２００ １６，７７０，１００ ８，３８５，０５０ ８，３８５，０５０



（９） 生産者積立金及び生産者積立準備金造成状況 （平成２９年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　

（単位：円）

　　　　　　　　　　　　

証基準価格の品種区分

　　　　　　　　　

黒毛和種

　　　

褐毛和種

　　　

乳用種 交雑種

　　　　　

計

　

区分

　

１

　

（１）

　

生産者積立金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８，７３１，４０７

　　　　

４４，１０７

　

２５，８９６，１８１

　

４，８９７，５０８

　　

４９，５６９，２０３１

　

（１）

　

生産者積立金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８，７３１，４０７

　　　　

４４，１０７

　

２５，８９６，１８１

　

４，８９７，５０８

　　

４９，５６９，

期

　

（２）

　

生産者積立準備金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２１９，０４４，７８９

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　

２１９，０４４，

首

　　

内

　

（３） 生産者の負担金充当分

　　　　　　　　　　　　　　　

７１，１１５，２５６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７１，１１５，

残

　　　　

（４） 県の生産者積立助成金充当分

　　　　　　　　　　　

１４７，９２９，５３３

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　

１４７，９２９，

高

　　

訳

　

（５） 機構の生産者積立助成金充当分

　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　

（６） 生産者積立金純増加額 （９）十（１２）十（１５）十（１８）

　　　　　　　

６，７３９，２００

　　　　

２５，３００

　

１２，９０２，４００

　

１，４７８，４００

　　

２１，１４５，

１１

　

（７） 生産者積立準備金からの繰入額

　

（１０）＋（１３）十（１６）

　　　

６，６４０，８００

　　　　

２５，３００

　　

４，３００，８００

　

１，４２８，０００

　　

１２，３９４，

生

　

（８） 、

　　　　　　　　　　　

計 ‐＼

　　　　　　　　　　　　

・ １３，３８０，ｏｏ０

　　　　

６０，６００

　

１７，２０３，２００

　　

２，９０６，４００

　　

３３，５４０，

産

　　　　　

生

　

（９）

　

負担金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４９，２００

　　　　　　

０

　　

４，３００，８００

　　　

２５，２００

　　　

４，３７５，

者

　　　　　

産

　

（１０）

　

生産者積立準備金（３）からの繰入

　　　　　

３，２９５，８００

　　　

１２，６５０

　　　　　　

０

　　　

７０１，４００

　　　

４，００９，

積

　　　　　

者

　

（１１） 小計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

３，３４６，０００

　　　

１２，６５０

　　

４，３００，８００

　　

７２６，６００

　　　

８，３８５，

立

　　

内

　　　　

（１２）

　

生産者積立助成金

　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

金

　　　　　

県

　

（１３）

　

生産者積立助成金（４）からの操入

　

‐

　　　

３，３４５，０００

　　　

１２，６５０

　　

４，３００，８００

　　　

７２６，６００

　　　

８，３８５，

積

　　　　　　　

（１４） 小計、

　　　　　　　　　　　　　　　　

、～

　

３，３４５，０００

　　　

１２，６５０

　　

４，３００，８００

　

～

　

７２６，６００

　　　

８，３８５，

Ｍ

　　

訳

　　

機

　

（１５）

　

生産者積立助成金

　　　　　　　　　　　　　

６，６９０，０００

　　　　

２５，３００

　　

８，６０１，６００

　

１，４５３，２００

　　

１６，７７０，

実

　　　　　　　

（１６）

　

生産者積立助成金（５）からの繰入

　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

績

　　　　　

構

　

（１７

　　

小計

　

く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

６，６９ｏ，ｏｏｏ

　　　

、２５，３００

　

、８，６０１；６００

　

１，４５３，２００

　

－

　

１６，７７０，

霊也 （・８） 謡蓋鰯 篭 鶏墨とを指定して寄

　　　

（１９） 特別の積立金から生産者積立金への繰入金額

　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

皿

　

（２０） 償還円滑化積立金から生産者積立金への繰入金額

　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

他

　

伽） 挑者補給金に充てるための全国協会等からの借入

　　　　

－

　　　

ｏ

の

　　

（２２） 生産者積立金に係る運用果実

　　　　　　　　　　　　　　　　　

４，９７６

　　　　　　

１１

　　　　

６，９１７

　　　　

１，２９５

　　　　

１３，

資

　　

（２３） 生産者補給金交付額 （２１）を含む

　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

金

　　

（２４） 生産者積立金から借入金返済額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

か 繰 （２５） 生産者分生産者積立準備金に係る運用果実

　　　　　　　　　　

１５，９４５

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　

１５，

ら

　

入 （２６） 県分生産者積立準備金に係る運用果実

　　　　　　　　　　　　

３６，８０４

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　

３６，

の 状 （２７） 機構分生産者積立準備金返還金

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　

等 （２８） 生産者分生産者積立準備金返還金

　　　　　　　　　　　　　　　　

３７３，３３７

　　　　　　　

０

　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　

３７３，

　　　

（２９） 償還円滑化積立金から生産者積立準備金への繰入額

　　　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

０

　　　　　　

Ｏ

Ｗ

　　　

＼

　　

‐

　　　　　

１十

・

８十１９十２０十２１ナ２２一２３一２４

　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　　　

一

期

　

（３１） 生産者積立準備金

　　

ノ（３２）÷（３３）＋（３４）

　　　　　　　

２０６，３２９，３０１

　　　　　　

０

　　　　　　

０｛、

　　　　

０

　　

２０６，３２９，

露

　

鰯）
生産者の負担金

薄 命 醐嚇．， ６６，欄皿

　　

…

　

６６周，
高

　　　　　

｛３３）
県の生産者積立助成金充当分

　　　　　　　　　　　

１３９，５８，，２８７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「

　　

１３９，５８１，

　　

訳

　　　　　　　　　　　　　　

※計の欄

　

（４）‐（１３）＋（２６）

　　

機構の生産者積立助成金充当分
（３４）

　　　　　　　　　　

※計の欄

　

（５）【（１６）「（２７）



（１０）生産者補給金交付状況

　

１） 生産者補給金（機構、県協会合計分）

区

　

分 保証基準価格の品種区分 黒毛和種 褐毛和種 乳用種 乳交雑種 合

　　　

計

平

　

成

　

２

　

７

　

年

　

度

第

　

４

　

四

　

半

　

期

平成２８年

　

１月１日

平成２８年

　

３月３１日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

平

　　　

成

　　　

２

　　　

８

　　　

年

　　　

度

第

　

１

　

四

　

半

　

期

平成２８年

　

４月１日

平成２８年

　

６月３０日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

第

　

２

　

四

　

半

　

期

平成２８年

　　

７月１日

平成２８年

　

９月３０日

交付対象

頭数
①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

第

　

３

　

四

　

半

　

期

平成２８年

　

１０月１日

平成２８年

１２月３１日

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数

合

　　

計

交付対象

頭数

①

販

　　　　

売

保

　　　　

留

合

　　　　

計

②

　

生産者補給金単価

③

　

生産者補給金交付額 （①×②）

交付対象生産者数



２． 肉用牛繁殖経営支援事業

　

平成２７年度第４四半期～平成２８年度第３四半期の支援交付金の発動はなかった。

（１）交付基準

　

肉用子牛生産者補給金制度を補完し、四半期毎の平均売買価格が発動基準を下回った場合に、
当該四半期に販売又は自家保留された肉用子牛を対象として、 発動基準を下回った額の４分の３
に相当する額の支援交付金が交付される。

（２） 発動基準価格

　　

（平成２７年度第４四半期）

　　　　　　　　

（単位：円）

品種 保証基準価格 発動基準 平均売買価格

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３３２，０００ ４２０，０００ ７６８，５００

褐

　　

毛

　　

和

　　

種 ３０３，０００ ３８０，０００ ６９１，２００

その他の肉専用種 ２１７，０００ ２８０，０００ ４７８，２００

（平成２８年度第１四半期以降）

　　　　　　　　　　　

（単位 ＝円）

品種 保証基準価格 発動基準
平均売買価格

１期 ２期 ３期

黒

　　

毛

　　

和

　　

種 ３３７，０００ ４５０，０００ ７９７，９００ ８１２，１００ ８４９，２００

褐

　　

毛

　　

キロ

　　

種 ３０７，０００ ４１０，０００ ６９５，９００ ７６４，８００ ８２９，９００

その他の肉専用種 ２２０，０００ ２９０，０００ ５０８，１００ ３８９，６００ ３７２，５００



３

　

． 肉用牛肥育経営安定特別対策事業
平成２８年２月期～平成２９年１月期における交付実績は、２，３４９頭に対して６９，３９８，１００円であった。 その内、

交雑種については２７６頭に対して１，７１１，２００円、 乳用種については２，０７３頭に対して６７，６８６，９００円の実績となった。
しかし、 肉専用種については枝肉相場が堅調に推移したことで補填金の発動はなかった。

（１） 交付基準

　

肉用牛肥育経営の安定を図るため、 粗収益が生産コストを下回った場合に、 生産者の拠出と国の補助により造
成された基金から粗収益と生産費との差額の８割を補填する。 本来この事業は四半期毎の交付だが、 平成２３年
７月以降月毎の交付となっている。 さらに平成２６年４月以降は概算払方式となっている。

（２） １頭当たり基金造成額の内訳

区分
１頭当たり造成額

　

（負担割合）

負担区分
生産者

　　　　

大分県 農畜産業振興機構
ｌ ／４

３／４

　　　　

ん←各自

　　　　

ムト名目

肉専用種
２８年３月以前 ５２，０００ １２，２５０ ７５０ ３９，０００

２８年４月以降 ５２，０００ １２，２５０ ７５０ ３９，０００

交 雑 種
２８年３月以前 ｌｏｏ，０００ ２４，１７０ ８３０ ７５，０００

２８年４月以降 ｌｏｏ’０００ ２４，１７０ ８３０ ７５，０００

乳 用

　

種
２８年３月以前 ６８，０００ １６，４７０ ５３０ ５１，０００

２８年４月以降 １０４，０００ ２５，４７０ ５３０ ７８，０００

（単位：頭）

区分

２８年 ２９年

小計 再納付 計２月．日～
３月３１日

４月１日～
６月 ３ ０日

７月１日～
９月 ３ ０日

１０月１日～
１２月 ３１日

１月１日～
１月３１日

肉専用種
通常 ８９１ １，３１０ １，４４８ １，４７０ ３８８ ５，５０７ １，８４０ ７，３４７

免除 ０ １９ ５ ０ ０ ２４ ７４ ９８

交 雑 種
通常 ４５５ ８７６ ８４９ ９１２ ２７０ ３，３６２ ７４７ ４，１０９

免除 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

乳 用 種
通常 ５８５ ６０８ ６０５ ５０５ １８６ ２，４８９ ６１７ ３，１０６

免除 ０ ４ ０ ０ ０ ４ ２ ６

計 １，９３１ ２，８１７ ２，９０７ ２，８８７ ８４４ １１，３８６ ３，２８０ １４，６６６

ついて

　

・

　　

，・

　　

つ

※再納付とは、 在庫牛 （前業務対象年間中（Ｈ２８．３月まで） に生産者積立金を納付したが販売されていない牛） に
ついて優先的に基金残額を返還し、 新業務対象年間において再度積立を行った頭数。

区

　　　　　　

分 肉専用種 交雑種 乳用種 合計
期

　　

首

　　

残

　　

高 １，０１９，８６９，７２３ ７９９，８３３，４４４ ４３６，２３５，４９５ ２，２５５，９３８，６６２

増

　　

加

積
立
金

造
成
実
績

農畜産≧き振興機構 ２９０，３５５，０００ ３０８，１７５，０００ ２２６，９４１，０００ ８２５，４７１，０００

大分県
補助金 ３，３０４，２００ ２，２３２，３６８ １，０５５，３３６ ６，５９１，９０４

準備金 ２，２０６，０５０ １，１７８，１０２ ５９０，８４４ ３，９７４，９９６

生

　　

産

　　

者 ９０，２３３，５００ ９９，３１４，５３０ ７３，８７０，２９０ ２６３，４１８，３２０

計 ３８６，０９８，７５０ ４１０，９００，０００ ３０２，４５７，４７０ １，０９９，４５６，２２０

運

　　　

用

　　　

益 ２１，５７０ ２０，４２６ １５，８３４ ５７，８３０

育牛補填金返還金

　　　　

０

　　　

６０，６５０

　　　

０ ６０．６５０

ノ」、計 ３８６，１２０，３２０ ４１０，９８１，０７６ ３０２，４７３，３０４ １，０９９，５７４，７００

減
少

肥育牛補填金 ０ １，７１１，２００ ６７，６８６，９００ ６９，３９８，１００

肥育積立準備金への繰出 １２，０２０，５１９ ６，２７９，８４５ ３，１０６，０２４ ２１，４０６，３８８

積立金返戻金 （生産者） ２５０，１１９，７１２ ２０５，０５３，５３８ １１３，３１１，３１５ ５６８，４８４，５６５

補助金；反響今 （；；：；

　

８０４，２９４，
Ｑにｎ

　

Ｃｏｌ，０００，１５０

　

３５２７５９，
ＯＧつ １、７９１，０５４．４６２

小計 １，０６６，４３４，５８１ ８４７，０４４，７３３ ５３６，８６４，２０１ ２，４５０，３４３，５１５

期

　　

末

　　

残

　　

高 ３３９，５５５，４６２ ３６３，７６９，７８７ ２０１，８４４，５９８ ９０５，１６９，８４７

円）



｛５）補填金単価算定結果

区

　　

分
２８年

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

肉専用種

平均粗収益（Ａ） １，１４３，０３０ １，１４８，５２９ １，１１８，６６０ １，２１４，９７７ １，２１８，８５０ １，１７６，６９４ １，１８９，９９４

平均生産費（Ｂ） ９９５，８７８ ９９５，１２３ ９９４、４９１ ９８３，９５４ ９８２．７９７ ９８１．９８２ １，０１９．０２８

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） １４７，１５２ １５３，４０６ １２４，１６９ ２３１，０２３ ２３６，０５３ １９４，７１２ １７０，９６６

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８

交雑種

平均粗収益（Ａ） ７４２，４８４ ７０９，３００ ７２７，３６８ ７７６，６９５ ７７９，１５５ ７５７，０１５ ７５７，９９９

均生産費（Ｂ）

　

６９８，７１５

　　

６９９，７０１

　　

６９７，２０２

　

７００，２０１

　　

７１２，０５０

　　

７３８，０４３ ４２，８６２

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ）

　

６９８，７１５

　　

４３，７６９ ５ ３０，１６６ ７６．４９４ ６７，１０５ １８．９７２ １５，１３７

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８

　　　　

’

　　　　　

’

　　　　

’

　　　　

’

　　　　　

’

　　　　　

’

　　

，

　　　　　

ｍ

乳用種

平均粗収益（Ａ） ４５５，２４５ ４５０，２８３ ４４５，０５３ ４５９，６１７ ４６５，２４１ ４６６，４２３ ４５８，３９５

平均生産費（Ｂ） ４５６，６８３ ４６３，４８７ ４６７，０１５ ４５３，４９４ ４５３，４５５ ４６５，４６９ ４８０，７５３

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） △ △ １３，２０４ △ ６，１２３ １１．７８６ ９５４ △

　

２２、３５８

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８ １’ｌｏｏ １０，５００ １７，５００

　　

’

　　　　　

－

　　

，

　　　　

‐

　　　　

‐ １‐７，８００

区

　　

分
２８年 ２９年

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

肉専用種

：′

　

－：“」＆（^） １，１７２，３０８ １，２０Ｒ，′ｂＵ １，２４８，７４９ １，２１‐７，８００ １，りｑに２５４ １，つ‐２Ｒ
，

平均生産費（Ｂ） １，０１８，４６９ １，０１７，０８３ １，０５１，９３８ １，０５０，０６９ １，０４８，５１３ １，０７０，７１９

差額 （Ｃ） ＝（^）－（Ｂ） １５３，８３９ １９１，６６７ １９６，８１１ １６７，７３１ １８６，７４１ ｉ‐６５，６２４

補填金単価＝ （Ｃ） ×０，８

交雑種

平均粗収益（Ａ） ７５４，５０６ ７６６，２９０ ７５５，０９１ ７４５，７６４ ７６３，２３１ ７５９，７０３

平均生産費（Ｂ） ７３８，０８５ ７２５，３６９ ７４３，７３８ ７５３，５５４ ７５０，３６０ ７４７，０７８

差額 （Ｃ） ＝（^）－（Ｂ）

　　

１６，４２１

　

４０，９２１ ５３ △

　

？、７ １２，８７１ １２．６２５

補填金単価＝ （Ｃ） ×０．８

　　

’

　　　　　

－

　

’

　

’
６，２００

　

’

　

’

乳用種

平均粗収益（Ａ） ４５９，５３３ ４５２，５９７ ４４８，５８３ ４４８，０３３ ４４４，９３１ ４４０，０８０

平均生産費（Ｂ） ４９３，０６１ ５１１，３６８ ５０５，２５０ ５１２，４１９ ５２１，４１３ ５３０，４６１

差額 （Ｃ） ＝（Ａ）－（Ｂ） 乙

　

３３，５２８ △

　

５８，７７１ △

　

５６，６６７ 乙

　

６４，３８６ 乙

　

７６，４８２ △

　

９０，３８１

補填金単価＝ （Ｃ） ×０，８ ２６，８００ ４７，０００ ４５，３００ ５１，５００ ６１，１００ ６８，３００

、ては、 地域算定により算出している。
※交雑種、 乳用種については全国算定により算出している。
※補填金単価について

Ｈ２８．１月分は精算払単価。
Ｈ２８．２月～１２月分は確定単価。
ト１２９．１月は概算払単価。



（６）肥育牛補填金交付実績総括表

区分 品種区分 交付対象者数

　

（人）

交付対象頭数

　

（頭）

　

①

補填金額
②単価

（円／頭）

　

⑧交付額
（①×②） （円）

平成２８年

１月期
（精算金額Ｉ

肉専用ラ 通常 ０ ０ ０
交 雑ラ 通常 ０ ０ ０
乳 用

　

ラ 通常 ２０７ １，ｌｏｏ ２２７，７００

　　

・ １１ ２０７ ２２７、７００

平成２８年

２月期
（確定金額）

肉専用ラ 通常 ０ ０ ０
交 雑ラ 通常 ０ ０ ０
乳 用： ；酒常 ２５７ １０，５００ ２、６９８、５００

＋

　　　　　　　　　　

、

　　　　　　　　

′，
９ ２５７

　　　　

’
２，６９８，５００

平成２８年

３月期
（確定命額）

肉専用Ｅ 通常 ０ ０ ０
交 雑… 通常 ０ ０ ０
乳 用

　

… 通常 ２２５ １７，５００ ３，９３７，５００

▲ ８ ２２５ ３．９３７、５００

平成２８年

４月期
（確定金額）

肉専用ラ 通常 ０ ０ ０

交 雑ｉ 通常 ０ ０ ０
乳 用

　

… 通常 ０ ０ ０
ー ０ ０ ０

平成２８年

５月期
′藤森金額）

肉専用 通常 ０ ０ ０
交 雑 通常 ０ ０ ０

乳 用… 通常 ０ ０ ０
十

　　　　

０ ０ ０

平成２８年

６月期
（確定金額）

肉専用 通常 ０ ０ ０
交 雑 通常 ０ ０ ０
乳 用 通常 ０ ０ ０

十 ０ ０ ０

平成２８年

７月期
ｒ着座宗全常百・

肉専用矛 通常 ０ ０ ０

交 雑 通常 ０ ０ ０
乳 用

　

種 通常 ２３５ １７．８００ ４，１８３、０００

　　

言十 ８ ２３５ ４、１８３．０００

平成２８年

８月期
（確定金額～

肉専用 通常 ０ ０ ０
交 雑 通常 ０ ０ ０

乳 用 〒函常 １９７ ２６．８００ ５，２７９，６００

　　　

ｉ

　　　　　　　

ｉ十 ６ １９７

　　　　　

’
５，２７９，６００

平成２８年

９月期
（確定命箱、

肉専用 通常 ０ ０ ０
交 雑 通常 ０ ０ ０
乳 用 ；苗常 ２１５ ４７，０００ １０，１０５，０００

　　

言計 ７ ２１５ １０，１０５，０００

平成２８年

１０月期
（確定金額）

肉専用種 通常 ０ ０ ０

交 雑 通常 ０ ０ ０

乳 用

　

種 通常 １８２ 全霊キー鍵Ｑ 嘉んゑ窪も－搬ｇ
免除牛 ２ ３３．９００ ６７，８００

十 ７ １８４ ８，３１２，４００

平成２８年

１１月期
（確定命額）

肉専ｎ］ ０ ０ ０

交 雑ｉ 通常 ２７６ 黙考９９， ，しヱふし≧ＱＱ
乳 用ｉ 通常 ２１０ ５１，５００ １０，８１５，０００

２０ ４８６ １２，５２６，２００

平成２８年

１２月期
′確定金額）

肉専用 ０ ０ ０
交 雑 通常 ０ ０ ０

乳 用ョ 通常 １７８ ６１、１００ １０，８７５，８００

６ １７８ １０．８７５，Ｒｎｎ

平成２９年

１月期
（概算金額）

肉専川ノ ＩＥｉ飴 ０ ０ ０
通常 ０ ０ ０

乳 用 種 通常 １６４ 霜嘉一９ｇ １ふん２Ｑ．・遁ＱＱ
免除牛 ５１、２００ ５１．２００

計 ９ １６ １１，２２．４００

合計

肉専用種 通常 １ ０

交 雑 種 通常 ２７１ し一鶏ム裡ｇ
乳 用

　

種 通常 ，ほれ．ＱＺＱ 顛Ｊゑ鉱．ふ慧囲
３ １１９，０００

計 ９ ２，３４９ ６９，３９８，１００

２６

　

すから，填金の

　

な 払いが実施されており、 四半期毎に精算される。



４． 大分県肉豚価格安定対策事業

　

独立行政法人

　

農畜産業振興機構が実施する養豚経営安定対策事業（平成２７年度～２９年度まで：
直接交付方式）に参加する県内の養豚生産者が積み立てする生産者負担金の一部を補助する事業を実施し
た。 （県費補助金は、 畜産協会より四半期毎に農畜産業振興機構の養豚基金に積み立てする。）

（１）生産者負担金単価

区

　　

分 生産者負担金単価

　　

内

　

県補助金

　　

内 生産者負担分内

　

県補助金 内

　

生産者負担分

第１四半期～第４四半期 ７００ １００ ６００

（円／頭）

（２） 事業対象頭数

　　　　　　　　　　

２３１， ８２０頭

（３） 肉豚補てん準備金造成状況
区

　　　　

分 金

　　

額 附

　　

記

期

　

首

　

残

　

高 ６３，９１９，３９５前期繰越金

増加
運用益 １６，２１７

小

　　

計 １６，２１７

減少
養豚基金負担金支出 １１，５９１，０００

小

　　

言十 １１，５９１，０００

期

　

末

　

残

　

高 ５２，３４４，６１２

（単位：円）

（４） 肉豚補てん積立金造成状況
区

　　

分 金

　　

額 附

　　

記

期

　

首

　

残

　

高 ０

増加
県生産者積立金補助金収入 １１，５９１，０００

小

　　

言十 １１，５９１，０００

減少
差脇廿０負担金支出 １１，５９１，０００

小

　　

計 １１，５９１，０００

期

　

末

　

残

　

高 ０

（単位：円）

※県補助金部分については、現在交付決定通知が未着のため、肉豚補填準備金で対応。



５． その他協会の目的を達成するために必要な事業

（１）肉用子牛生産者補給金制度運営適正化事業

１） 生産者補給金交付契約を締結した生産者の個体識別及び個体登録、 保留確認、 生産

　

者に対する啓発指導及び業務の適正な実施等を図るため、 全国統一電算事務処理シス

　

テムによる報告を行う。 また、 家畜市場での取引情報を収集し、 機構へ報告した。
２） 当制度の適正な実施体制を図るため事務委託先及び契約生産者を対象に肉用子牛生

　

産者補給金制度等に係る交付契約の内容、 手続き等についての点検、 調査、 指導を行

　

っ た。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 １４，５０１，０００ １２，９１５，３０５

（２）指定協会運営体制支援事業

　

肉用子牛生産者補給金制度の円滑な実施を図るため運営体制の強化を図った。
区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ５，１５５，０００ ５，１５５，０００

（３）肉用牛繁殖経営地域推進事業

　

事業の円滑な推進を図るため、 推進会議開催、 調査指導を行った。
区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜げふ…

　

’…↑ 補助金 ３，９９５，０００ ３，６５５，５１２

（４）肉用牛肥育経営安定特別対策事業（肥育経営安定推進）

　

事業の円滑な実施を図るため、 推進会議開催、 調査指導を行うとともに、 補填金の

　

円滑な交付に努めた。
区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

補助金 ７，３３４，０００ ６，９９４，９９４

（５）養豚経営安定対策事業に係る業務委託事業

　

畜産業振興機構が直接方式で実施する養豚経営安定対策事業の円滑な実施を図るため、
事業内容の周知や手続きに関する説明会の開催及び参加する生産者からの相談業務等を

行った。

区

　

分 予算額（円） 決算額（円）

農畜産業振興機構

　

委託費 ４５２，８００ ４１４，４６４



６． 業務実施事項

（１） 業務運営基金 （平成２９年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　

（単位：千円）

　　　　　　

摘

　　　　

要

　　　　　　　　

会 員 数

　　　

子 牛

　　　　　

肉 豚

　　　　　　

計

寄託金

　　　　　

大

　　　　　　

分

　　　　　　

県

　　　

１

　　　

１００，０００

　　　　　　

－

　　　

１００，０００

　　　　　

市

　　　　　　

町

　　　　　　

村

　　

１８

　　　　

１５，５８０

　　　　　　

一

　　　

１５，５８０

　　　　　

農

　　　　　　　　　　　　　

協

　　　

５

　　　　

５２，１５０

　　　　

４，１６０

　　　　

５６，３１０

　　

農 中

　　　　　　

央

　　　　　　

会

　　　

１

　　　　　

１０

　　　　　　

‐

　　　　　

１０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー信

　　　　　　　　　　　

１

　　　　

７，６６０

　　　　　

２，０００

　　　　　

９，

全

　

農

　

大

　

分

　

県

　

本

　

部

　　　

１

　　　　

２６，２６０

　　　　

７，５１０

　　　　

３３，７７０

全

　　

国

　　

共

　　

済

　　

連

　　　

１

　　　　

３，８３０

　　　　

１，５００

　　　　

５，３３０

畜

　　　

産 公

　　　

社

　　　

１

　　　　　　

－

　　　　　

１００

　　　　　

１００

配

　　

合

　

飼

　　

料 基

　　

金

　　　

１

　　　　　

１００

　　　　　

５１０

　　　　　

６１

県

　　　

酪

　　　

農

　　　

協 １

　　　　

５，０００

　　　　　　

‐

　　　　

５，００

ゾ ・イエイ北 九 州 く み あ い 飼 料 ㈱

　　　

１

　　　　　　　　　　　　

５００

　　　　　

５０

助金

全 国 肉 用 牛 振 興 基 金 協 会

　　　　　　　　

１２，０００

　　　　　　　　　　　

１２，

（２） 基本財産（平成２９年３月３１日現在）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

｛単位：千円）

　　　　　　

摘

　　　　

要

　　　　　　　　　　　　　　　

子牛

　　　　　

肉 豚

　　　　　　

計

特別 の 積 立 金 より 繰 入

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２００，０００

　　　　　　

一

　　　

２００，０００

竺；；；；；；モにゴム；≧；；禁書会；；；１群票響烹Ｅｉ－要三；一喜三雲；；；だ茎‐裏書鷲；；窪ま＝溝言ーも葛ミ礼ｒに下蛋粛”轟諸扇；蓄ｉ壷姿ゞｌｉ‘薫葛窟〒“；詰責霜．黒；；≦≦塞ぎ

　

，…；錠≦賞与，急ごデ萱圭二富者．；星美ユー；雲票委墨

　

絵…≧Ｆ：：－＃ご－；＝：．憂：▲－≠；－≦±至；三‘…；；‐；；；・覆、一三；；茎≧－；」；三塁：；＝禦ぎ壷キー；÷▼

（３）長期預け金

区

　　　

分 前年度末現在

当

　　　　

期

当年度末増加額 減少額
全

　

国

　

肉

　

用

　

牛

振 興

　

基

　

金

　

協 会 ６，６００ ０ ０ ６，６００

（単位：千円）



（家畜衛生課）

１． 家畜生産農場清浄化支援対策事業

　　

ヨーネ病等の防疫対策、 牛白血病の感染拡大防止対策、ＢＶＤ－ＭＤ清浄化対策及び吸血昆

　

虫媒介疾病の発生・流行防止対策を推進し、 また、 農場自らが飼養衛生管理の向上に取

　

り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止を図った。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額（円）

　　　　

国庫補助金

事業収入 （ヨーネ病自己資金）
５，６７４，０００

　

８６７，０００

５，２４４，０９８

　

８６６，８８０

（１） ヨーネ病早期清浄化のための防疫対策

　　

ヨーネ病自主検査

　　　

ヨーネ病細菌培養等検査 （糞便の細菌培養）

　　　　

家畜保健衛生所へ検査依頼頭数

　　

３４４頭

（２） 牛白血病の感染拡大防止対策

　　

牛白血病の感染拡大防止を図るため講習会を開催し、生産者を含め関係機関や団

　

体等が一体となった感染予防対策の推進を行った。
講習会の開催

　

開催 日：平成 ２９年１月 ２０日

　

演

　

題 ： 「農場における 牛白血病 ウイ ルス感染症」

　

講

　

師：宮崎大学テニュア トラ ック推進機構

産業動物防疫学分野

　

助教

　

目堅博久

　

氏

（３）ＢＶＤ－ＭＤ清浄化対策

　　

ＢＶＤ‐ＭＤの清浄化を図るため講習会を開催し、 生産者を含め関係機関や団体等が一体

　

となった感染予防対策の推進を行った。

　　　

講習会の開催

　　　　　

開 催 日 ： 平 成 ２８年９月 １９日

　　　　

演

　

題： 「ＢＶＤＶ感染症の現状と対策」

　　　　

講

　

師：酪農学園大学獣医学群獣医学類
生産動物内科学１ 教授

　

田島誉士

　

氏

（４）農場飼養衛生管理強化対策

　　

農場飼養衛生管理向上のための指導体制を確立し、 生産者自らが飼養衛生管理の向

　

上に取り組むための支援を行うことにより家畜の損耗防止を図った。

　　　

・ 検 討 会 の 開 催

　

１ 回

　　　

・指導農場数

　

３５７戸

　

（延べ戸数

　

４４９戸）

（５） 疾病発生流行防止支援対策

　　

吸血昆虫媒介疾病のワクチンを接種することで牛の疾病発生・流行防止を推進し、

　

家畜の損耗防止を図った。

２． 死亡牛緊急検査処理円滑化推進事業

　　

死亡牛の円滑な収集、 輸送、 並びに適正な処理をすることにより、 Ｂ ＳＥ検査の円滑

　

な実施と良好な家畜衛生及び環境の維持を図った。



区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
国庫補助金 ９，９９５，０００ ９，３３９，０６０

（１） 死亡牛検査処理安定化対策

　　

輸送費及び化製処理費に対する補助

〔補助対象頭数及び助成金額〕
第１・四半期 第２・四半期 第３・四半期 第４・四半期 Ｈ２８年度合計

４８ヶ月齢以上 （頭） １４２ １８８ １５７ １４０ ６２７

助成金額 （円） １，６２８，０００ ２，１５０，０００ １，７９９，５００ １，５９９，０００ ７，１７６，５００助 成 金 額 （円）

　

１，６２８，０００

　

２，１５０，０００

　

１，７９９，５００

　

１，５９９ ０００

　　

７ １７６ ５００

３． 獣医療提供体制整備推進総合対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため県と連携し、 本県での就業を希望

　

する獣医系学生に対する修学資金の給付を行った。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
国庫補助金 ６，７２０，０００ ６，７１３，２３４

本年度対象学生

　　　

１０名

　

（国 １／２

　

大分県 １／２）

４． 大分県獣医師確保対策事業

　　

産業動物診療や家畜防疫体制を強化・維持するため、 本県での就業を希望する獣医系

　

学生に対する修学資金の給付やインターンシップ研修を実施し、 必要とする獣医師の安

　

定確保に努めた。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
大分県

　

補助金 ９，７２９，０００ ９，７２９，１００

大分県

　

委託費 ４７４，０００ ４７４，０００大 分 県

　

委 託 費

　　　　　　　

４７４，０００

　　　　　

４７４，０００

給付対象学生

　　　

１０名

　

（国 １／２

　

大分県 １／２）

３名

　

（県）
合計

　

１３名
イ ンタ」ンシップ研修を受けた学生

　　　

６名 （県）

５． 家畜防疫互助基金支援事業

　　

ロ蹄疫や豚コレラ等の海外悪性伝染病が万一発生した場合、 損害を互助補償し畜産経

　

営への影響を緩和するため、 生産者が行う積立を支援することにより畜産経営の安定的

　

発展に努めた。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
農畜産業振興機構

　

補助金 ２，０００，０００ １，８２６，１６７

（１） 家畜防疫互助等推進事業

　　

推進会議の開催、 生産者・関係団体等に対する事業の普及、 指導、 連絡調整等



（２） 家畜防疫互助事業

　　

契約状況一覧

契約戸数（戸） 家畜の種類 契約頭数（頭） 積立金額 （円）
乳
用
牛

・
肉
用
牛

１，２５７

・乳用牛 （２４ヶ月齢以上）

・乳用牛 （２４ヶ月齢未満）

・肉専用繁殖雌 （２４ヶ月齢以上）

・肉専用繁殖雌 （２４ヶ月齢未満）

及び肉専用肥育牛

・交雑種

・乳用種肥育牛

９，１２３

３，６６７

１５，５８７

２０，９７３

６，０１４

５，３２６

２，１４３，９０５

　

３４８，３６５

３，５０７，０７５

２，３０７，０３０

　

６３１，４７０

　

５０５，９７０

計 ６０，６９０ ９，４４３，８１５

豚

家
族
型

１３

・繁殖用種豚 （雌）
．

　　

〃

　　

（雄）

・肥育豚

　

８７３

　

４９

９，０３０

１０４，７６０

　

５，８８０

２７０，９００

小

　

計 ９，９５２ ３８１，５４０

企
業
型

２０

・繁殖用種豚 （雌）
．

　　

′′

　　　

（雄）

・肥育豚

１０，０３４

　　

３５８

１０９，３９０

１，２５４，２５０

　

４４，７５０

３，８２８，６５０

小

　

言十 １１９，７８２ ５，１２７，６５０

計 １２９，７３４ ５，５０９，１９０

合

　　　　　　　　　　　

計 １４，９５３，００５

６． 自衛防疫推進事業

　　　　　

区

　　

分

　　　　　　

１

　

予算 額 （円）

　

１ 決 算 額 （円）

　

Ｉ

　　　　　

Ｆ

　　

Ｊ』
パ

　　　　　　　

ー

　

十 月 Ｍ

　

、目′

　　

ー

　

跡 井 川

　

、目′

　　

ｆ

　　　　　　　　

　　

　　　　　　　

　

　　　　　　　　　

　

　　　

大 分 県

　

補 助 金

　　　　　　　

１７４，０００

　　　　　

１７４，０００

（１） 推進事業の

　　

開催年月日

　　　

Ｈ２８．１２．１２

　　　　

Ｈ２９．２．３

推進事業の開催

　

開 催 年月 日

　　　　　　　　

会 議 の名 称

　　　　　　　　　　　

開 催 場 所

　

Ｈ２８．１２，１２

　　

牛病部会 全農大分県本部会議室

　

Ｈ２９．２．３

　　　

予防注射事業標準対価表検討会 全農大分県本部会議室

　

Ｈ２９．３．２４

　　

家畜衛生専門委員会 全農大分県本部会議室

（２） 調査資料の作成
対象農家 戸

　

数

養

　

豚

　

農

　

家 ４８

　

戸
・

養

　

鶏

　

農

　

家 １２４

　

戸
．

計 １７２

　

戸

（３） 広報活動
・飼養衛生管理基準遵守に関するクリアファイル

　

…

　

…

　

２，２００部
・ 衛 生管 理 区域 立 入 禁 止 ス テ ッカ ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　

７８５部

・畜産衛生手帳 …

　

…

　

… …

　

…

　

…

　

… ・

　　

１００冊



７． 死亡牛適正処理促進事業

区

　　

分 予算額 （円） 決算額（円）

　

大分県

　

補助金
事業収入 （自己資金）

８９８，０００

８９８，０００

７７９，１４６

７７９，１４７己≧

　

金

　　　　　　　

８９８

　

０００

　　　　　

７７９，

（１）施設運営費

　

… コンテナ維持管理電気料
任意労災保険

　

　 　 　　

　　　　

　 　 　　

フオークリフト年次・月次検査手数料

８．馬飼養衛生管理特別対策事業

　　

馬の飼養衛生について馬飼養者及び関係団体を組織化し、 計画的に事業を実施、 浸透

　

させることにより、 馬飼養衛生管理体制の総合的な整備と馬産の振興に資するための指

　

導を行った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
中央畜産会

　

委託費 ４５０，０００ ４３５，０７９

（１） 地域馬飼養衛生管理体制整備委員会の開催
平成２８年１２月 １３日

（２）馬飼養衛生管理技術地方講習会の開催
平成２８年１２月 １３日

演題： 「日常遭遇する馬の疾病と予防対策について」
講師：ＪＲＡ日本中央競馬会

　

馬事部防疫課

　

前田達哉

　

氏

（３） 地域馬獣医療実態調査
調査戸数 ２０戸

９． 衛生体制強化基金事業 （自衛防疫思想普及事業）

　　

自衛防疫の強化等をテーマとして地区自衛防疫団体主催の講習会等を開催するととも

　

に、 飼養衛生管理基準の啓発を目的として衛生管理区域立入禁止ステッカーを作成・配

　

布し、 自衛防疫意識の高揚を図った。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
中央畜産会

　

委託費 ８３，０００ ８３，０００

（１） 啓発資料の作成
立入禁止ステッカー

　

２１５部

畜産衛生手帳

　　　　　

５０部

開催年月日 開催者 ブーマ及び講師 出席人数
Ｈ２９．２．１３ 中央牛疾病

対策協議会
「平成２８年度の牛の病性鑑定事例について」
大分家畜保健衛生所生産衛生班 安達恭子 氏

１５

（２） 講習会の



１０． 自衛防疫体制強化推進事業

　　

伝染性疾病発生時の防疫対応等が出来るよう、 生産者段階での防疫演習等を実施

　

した。 また特定悪性慢性感染症の防疫措置の基礎となる家畜の飼養衛生管理基準の

　

徹底・啓発を行い、 地域自衛防疫体制の強化・定着を図った。

区

　　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
家畜衛生対策推進協議会委託費 ２，０００，０００ １，８７２，７１５

（１） 防疫演習実施等

Ｈ２８．１１．２

　

催 年月 日 １

　　　　　　

開 催 場 所

　　　　　　　　

参 加 者 数

　　　　　

備

　　　

考

　

『十“ ｒ

　

ｌ↓′、侶≠－枇
一対一

遡
…
↓
″位′ ★ 鮎

　　

，
”｝
－＊ ー

”
が

　　

旧 、 …
…

　　　

｝

　　　　　　

１大刀ー県 有 護 科 子 大 子 体 宵 郎

　　

１

　

１ Ｕ名

　　　

県 土↑佳

　　　　　　　

１ 楠十 １

　　　　　　　　　

ーＨ２９．２．７

　　　

み どり の 王 国 エ ン トラ ンス 棟

　　

１１４名 酪農生産者対象

　　　　　

及 び 駐 車 場

Ｈ２９．３．６

　　　

株式会社大分県 畜産公 社

　　　　　　

４９名 肥育 牛生産者対象

（２） 飼養衛生管理基準啓発推進対策

　　

１） 講習会 の開催 （２回）

　　

２） 資料作成

　

飼養衛生管理基準に関するパ ンフ レッ ト

　

６００部

１１． 馬インフルエンザ等防疫強化特別対策事業

　　

馬伝染性貧血に係る清浄性確認調査を行うとともに、 在来馬等馬伝染性貧血清浄

　

化地域推進検討会を開催し、 清浄化を図るための基礎情報を得るため、 在来馬等に

　

ついて飼養及び衛生状況の実態調査、 馬伝染性貧血について検討を行った。

区

　　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
中央畜産会

　

委託費 １４２，０００ １３０，７３５

（１） 在来馬等馬伝染性貧血清浄化地域推進検討会の開催

　　　　

平 成 ２８年１２月 １３日

（２） 在来馬等馬伝染性貧血清浄性推進
清浄性確認調査

　　

１０戸

１２． 馬伝染性疾病防疫推進対策事業

　　

地域における自主防疫活動の強化を図るため、 競走馬以外の馬に対する馬インフルエ

　

ンザのワクチン接種の推進及び馬飼養衛生状況等の知識の普及啓発等の取り組みを行っ

　

た。

区

　　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
中央畜産会

　

委託費 ３５０，０００ ３２５，２４７

（１） 馬ワクチン接種等地域推進対策検討会の開催

　　　　

平 成 ２８年１２月 １３日
（２） 馬イ ンフルエ ンザ接種頭数

　　

４９頭

１３． 野生獣衛生体制整備緊急対策事業

　　

野生獣による伝染病の伝播拡散を防止するため、 中山間地域における野生獣の衛生実



態調査を行い、 家畜衛生関係者を中心とした畜産分野への情報発信体制を地域に構築
整備をした。

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
家畜衛生対策推進協議会委託費 ３，２２２，０００ ３，１８３，８７８

（１） 地域衛生技術連絡協議会の開催
第１回 平成２８年５月 ９日

第２回 平成２９年１月２０日
・講習会

　

演題： 「野生動物由来の人畜共通感染症」
講師：山口大学共同獣医学部

　

獣医微生物学教室

　

助教

　

下田

　

宙

　

氏
第３回 平成２９年３月８日

（２） 野生獣の衛生実態調査
イ ノ シ シ

　

４７ 頭 （検査項目

　

オーエスキー病・日本脳炎・豚丹毒・ＰＲＲＳ・ＰＥＤ）

シ カ

　　　　

２６ 頭 （検査項目

　

牛白血病・Ｒｓ・ＢＶＤ－ＭＤ・服Ｒ）

１４． 飼養衛生管理基準等緊急啓発促進事業

　　

飼養衛生管理基準の見直しに伴い、 迅速かつ的確に普及啓発をするための説明会の開催計

　

画を検討し、 地域の実態等に応じた啓発普及説明会を開催した。

区

　　

分 予算額 （円） 受託額（円）
中央畜産会

　

委託費 ７８６，０００ ６８１，８５７

（１） 地域啓発普及促進委員会の開催
平成２８年１０月 １３日

（２） 説明会の開催
開催年月 日

　　　　　　　　　　

開催場所

　　　　　　　　　　

参加 者数

　　

備

　

考

Ｈ２８．１１，２４

　　

大分市

　　　

養 鶏団体連絡 協議会研修会

　　　

５９名

Ｈ２８．１１，２９

　　

大分市

　　　

養 豚協会 研修会

　　　　　　　　　

６２名

Ｈ２８，１２，１３

　　

大分市

　　　

馬 関係 研 修会

　　　　　　　　　　

１５名

Ｈ２８，１２，２２

　　

別府市

　　　

大 分畜産Ｎｅ 鼓動” 研修会

　　

９１名

Ｈ２９，２．７

　　　

大分市

　　　

大 分県酪研 修 会

　　　　　　　　

１１６名

１５． 牛せき柱適正管理等推進事業

　　

化製業者と、 牛せき柱以外分別供給契約を締結した上で、 牛せき柱を適正に管理し、

　

適正管理の確認や作業者に対する指導・監督等を行う責任者を設置するとともに、 研修

　

会を自ら実施した食肉事業者に対し交付される促進費の交付事務に関する手続きを行っ

　

た。

区

　　

分 予算額 （円） 決算額 （円）
畜産副産物協会

　

委託費 １８０，０００ １７２，２０５

事業対象食肉業者

　　

１社



１６． 特定疾病予防接種推進事業

区

　　

分 予算額（円） 決算額 （円）
事業収入 ６６，６６０，０００ ６７，２９８，７０６

国庫補助事業・協会単独事業実績
豚 疾 病

　　　　　　　　　　　

（単 位 ： 頭）

協 議 会 名 豚丹毒（単）
県中央（北海部） ５３４

県

　

南

　

地

　

域 ０

県西地区（玖珠郡） ０

県

　　　　　　

北 ０

合

　　　

計 ５３４

協議会名 牛六混 牛五混 イバラキ 流行熱 流行熱・イバラキ 異常産三混 ヘモ フイノレス

県中央 １，０６２ ０ １，０７３ ０ ０ １，１４３ ８８

県

　

南 ４，３７４ ６０７ ５，００８ １，３８０ １，３６２ ４，４７５ ７３９

県

　

西 ２，９７７ ０ ２，９６２ ０ ０ ３，５１４ ３８７

県

　

北 ８６２ ６２８ １，４９２ １，０６６ ０ ２，９１０ ６８５

合

　

計 ９，２７５ １，２３５ １０，５３５ ２，４４６ １，３６２ １２，０４２ １，８９９

協 議 会

　

名 ＮＤ ＮＤＩＢ

生 生
県中央 （大分市） １７４ ０

県南地域（大野地区） ０ １９

県西地区 ０ ０

県北 ０ ０

合

　　

計 １７４ １９

（単位：千羽）

１７． 種畜精液保管譲渡推進事業

　　

大分県肉用牛振興の基本方針に基づき、 豊後牛の生産基盤の確立及び豊後牛銘柄確立

　

のため、 地域の実情に応じ大分県肉用牛改良方針に沿った精液の保管譲渡を実施した。

　　　　

区

　　

分

　　　　　

１

　

予 算 額 （円）

　　　

決 算 額 （円）

　　　　　　　　　　　

　

　　

　 　

　

　

　　　　

　

　　

　 　

　

　　　

　　

　

　　　　　　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

１

　　　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

１

　　　　

事 業 収 入

　　　　　　　

１５，２８８，０００

　　　　

１５，２７７，８７０

　　

事務 手 数 料収 入

　　　　　　

１，１７８，０００

　　　　　

１，１３７，０８０

支

　

所 譲渡本数 （本）
大

　　

分 ２，７２９

豊後大野 １，６１８

玖

　　

珠 ２，６３４

宇

　　

佐 ２，１８９

合

　

計 ９，１７０



１８． 予防注射事故対策事業
手当金及び見舞金交付

　

牛 診 療

　

１頭

　　　

３，０４０円

１９． 自衛防疫普及啓発事業

　　　

立入 禁止ステッカ 」の作成

　　　

予防注射事業の啓発資料 （市場日程表） の作成



事業報告書

　

付属明細書

付属明細書に記載する事項は特にありません。


